
バックグラウンドタスクの実行と終了 

 

バックグラウンドでタスクを実行させる、という課題を行います。 

 

まず、「やたらと時間のかかるプログラム」を作成します。 

 

 vi heavy.cと入力して、以下のプログラムを入力します。 

 

 cc –o heavy heavy.c 

と入力して、プログラムを準備します。コンパイルが完了したら、 

  ./heavy 

と入力して、動作を確認します。 

 

などのように、表示が現れた場合は、プログラムが実行を完了してコマンドに制御が戻

ったことを意味しますが、大体数秒、反応が戻るまでに時間がかかっているはずです。 

どれくらい時間がかかるかは、仮想コンピュータの CPU クロックタイムの設定により

ます。ループ変数(j)の繰り返し回数を 50回から適当に修正してください。 

 

最初から、ループを「重く」すると、反応が戻ってこない場合にリセットせざるを得な

くなるので、小さい値から、徐々に大きくしていくといいと思います。 

 

なぜ、こんなプログラムを作ったか、理由を考えてみてください。今、テスト用に「時

間がかかるプログラム」を作ろうとしました。 

Floatは、C言語では、浮動小数点です。整数型の計算に比べて、不動小数点型の計算

は時間がかかるため、1.01の階乗を計算させるようなプログラムを作りました。1.01



の階乗でしたら、かなりの回数を反復してもオーバフロウしません。もし、オーバフロ

ウが心配なほど（仮想）コンピュータが高速ならば、1.01 を 1.001 にすれば、さら

にオーバフロウしにくくなります。 

とにかく、反応が戻ってくるまで時間がかかるプログラムを作成しました。 

 

 

この表示のまま、しばらく「固まって」いて、数秒たってから 

 

という表示画面に切り替わります。これは、フォアグラウンド実行です。 

  フォアグラウンドは、フォア・グラウンドと区切ります。 

  フォアグラ・ウンドではありません。（オヤジギャグで済みません） 

 

同じプログラムを、バックグラウンド実行させます。バックグラウンド実行では、コマ

ンドの後に＆（アンパーサンド；アンドマーク）をつけます。 

 

 

こう入力すると、すぐにコマンドを入力できる状態になり、プロンプト（＃）が表示さ

れます。プロンプトは、「コマンドを入力できる」というコンピュータからのメッセー

ジです。 

 

この状態で、色々とコマンドを入力できるのですが、とりあえず、フォアグランド実行

の時と同じくらいの時間、待ってみます。 

そうすると、突然 

 

のように、「計算結果」が画面に表示されます。ここで、ENTERキーを押してみると 

 

のように、Exitというメッセージが表示されます。 



ここで、 

 [1] 64 Exit 12               ./heavy 

と表示されている意味を直接調べてみましょう。 

 

cd /usr/src/commands/ash 

と入力し（/usr/src/commands/ashに移動し） 

vi jobs.c 

と入力して、jobs.c を編集し、Exit（最初のみ大文字）を検索します。(Exit、最

初の一文字のみ大文字の名称)は、このモデルでは１回しか使われていません。） 

 

プログラムを見てみると 

 

[1]は jobno (ジョブ番号)、次の 64はプロセス IDであることがわかります。 

また、Exitの次に表示されている１２は、ps->statusという変数を右に８回シフト

した値であることがわかります。 

 

ここで、heavy.cの反応が戻るまでの時間を、もうほんの少し長くします。（だいたい

１～２分程度）ループ変数 jの繰り返し回数を 250～300程度にします。 

 

ここで、実行してみます。 



ps でプロセス番号を表示すると、./heavy の PID が表示されています。黙ってじっ

と待っていれば、 

 

そのプロセスは終了します。今度は、バックグラウンドで起動したプロセスに、-9 の

シグナルを送ってみます。 

Kill というコマンドは、「殺す」ではなく、本来は「信号を送る」という機能があり

ます。 

 

 



 

 

 

ＣＵＩの環境では、フォアグラウンドでプロセスを実行すると制御が戻ってきません。 

バックグラウンドで実行すれば、続いて他のコマンドを実行したりできますが、その場

合には killコマンドでプロセスを終了することができます。 

 


